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評価農薬基準値（案）一覧 
 

 

農薬名 基準値(mg/L) 

1 アシノナピル 0.1 

2 クロルフルアズロン 0.087 

3 クロルメコートクロリド（クロルメコート） 0.1 

4 ダゾメット、メタムアンモニウム塩（カーバ

ム）、メタムナトリウム塩（カーバムナトリウ

ム塩）及びメチルイソチオシアネート 

メチルイソチオシアネ

ートとして 

0.01 

5 ランコトリオンナトリウム塩 0.002 
 



平成 30年７月 18日 中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会（第 64回） アシノナピル 資料 

 

1 

 

水質汚濁に係る農薬登録保留基準の設定に関する資料 

アシノナピル 

 

Ⅰ．評価対象農薬の概要 

１．物質概要  

化学名 

（IUPAC） 

３－ｅｎｄｏ－［２－プロポキシ－４－（トリフルオロメチル）フェノキ

シ］－９－［５－（トリフルオロメチル）－２－ピリジルオキシ］－９－

アザビシクロ［３．３．１］ノナン 

分子式 C24H26F6N2O3 分子量 504.5 CAS NO. 1332838-17-1 

構造式 

 

 

２．作用機構等 

アシノナピルは、環状アミン骨格を有する殺ダニ剤であり、その作用機構は抑制

性グルタミン酸受容体に作用してハダニの神経伝達を撹乱することで行動異常を引

き起こし、殺ダニ活性を示すと考えられている。 

本邦では未登録である。 

製剤は水和剤及び乳剤が、適用農作物等は果樹、野菜等として、登録申請されて

いる。 
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３．各種物性等  

外観・臭気 
ごく薄い黄色粉末、 

弱い芳香臭 
土壌吸着係数 

KF
ads

OC ＝ 2,500 － 130,000

（25℃） 

融点 77.2 － 78.8℃ 
オクタノール

／水分配係数 
logPow＝6.5（25℃） 

沸点 
165℃以上で分解するため

測定不能 
生物濃縮性 

BCFss＝3,700（0.05 μg/L） 

    6,200（0.5 μg/L） 

蒸気圧 ＜8.3×10－8Pa（30℃） 密度 1.5 g/cm3（20℃） 

加水分解性 

半減期 

3.0 日（25℃、pH4） 

10 時間（25℃、pH4） 

11.4 日（25℃、pH7） 

1.6 日（25℃、pH7） 

1.4 日（25℃、pH7） 

8.3 日（25℃、pH9） 

1.4 日（25℃、pH9） 

1.0 日（25℃、pH9） 

水溶解度 

1.89×10－3 mg/L 

（10℃、pH6.0－6.5） 

8.89×10－4 mg/L 

（20℃、pH6.0－6.5） 

3.57×10－3 mg/L 

（30℃、pH6.0－6.5） 

水中光分解性 

半減期 

1.5 時間（東京春季太陽光換算 4.7 時間） 

（滅菌緩衝液、pH7.02、25℃、298 W/m2、300－800 nm） 

3.7 時間（東京春季太陽光換算 11.3 時間） 

（滅菌緩衝液、pH7.09、25℃、303 W/m2、300－800 nm） 

3.5 時間（東京春季太陽光換算 10.6 時間） 

（滅菌緩衝液、pH7.09、25℃、303 W/m2、300－800 nm） 

4.1 時間（東京春季太陽光 12.6 時間） 

（滅菌自然水、pH7.42、25℃、302 W/m2、300－800 nm） 

3.5 時間（東京春季太陽光換算 10.7 時間） 

（滅菌自然水、pH7.94、25℃、298 W/m2、300－800 nm） 

2.7 時間（東京春季太陽光換算 8.1 時間） 

（滅菌自然水、pH7.94、25℃、298 W/m2、300－800 nm） 

  

Ⅱ．安全性評価 

 

一日摂取許容量（ADI）  0.04 mg/kg 体重/日 

食品安全委員会は、平成 30 年 4 月 17 日付けで、アシノナピルの ADI を 0.04 mg/kg 体

重/日と設定する食品健康影響評価の結果を厚生労働省に通知した。 

なお、この値は各試験で得られた無毒性量のうち最小値 4 mg/kg 体重/日を安全係数 100

で除して設定された。 
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Ⅲ．水質汚濁予測濃度（水濁 PEC） 

１．製剤の種類及び適用農作物等 

    申請者より提出された申請資料によれば、本農薬は製剤として水和剤及び乳剤が、

適用農作物等は果樹、野菜等として登録申請されている。 

 

２．水濁 PEC の算出  

(１）非水田使用時の水濁 PEC（第１段階） 

非水田使用時において、PEC が最も高くなる使用方法（下表左欄）について、第

１段階の PEC を算出する。算出に当たっては、農薬取締法テストガイドラインに準

拠して下表右欄のパラメーターを用いた。 

 

PEC 算出に関する使用方法 各パラメーターの値 

適用農作物等 果樹 

I：単回・単位面積当たりの有効成分量

（有効成分 g /ha） 

（左欄の最大使用量に、有効成分濃度

を乗じた上で、単位を調整した値 

（製剤の密度は 1 g/mL として算出）） 

1,400 

剤  型 20％水和剤 Napp：総使用回数（回） 1 

当該剤の単回・単

位面積当たり最大

使用量 

※算出値 

700 mL/10a 

（1,000 倍希釈し

た薬液を 10a 当た

り 700 L 使用） 

Driver：河川ドリフト率（％） 5.8 

Zriver：河川ドリフト面積（ha） 0.11 

地上防除/航空防除

の別 
地上防除 Ru：畑地からの農薬流出率（％） 0.02 

使用方法 散布 Ap：農薬使用面積（ha） 37.5 

総使用回数 1 回 Fu：施用方法による農薬流出補正係数 1 

 

（２）水濁 PEC 算出結果 

 

使用場面 水濁 PEC (mg/L) 

水田使用時 適用なし 

非水田使用時(第 1 段階) 0.00003312… 

 
うち地表流出寄与分 0.00003075…  

うち河川ドリフト寄与分 0.00000238… 

合   計 1) 0.00003312…  ≑  0.000033 (mg/L) 

1) 水濁 PEC の値は有効数字 2 桁とし、3 桁目を四捨五入して算出した。 
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Ⅳ．総 合 評 価 

 

１．水質汚濁に係る登録保留基準値 

 

登録保留基準値 0.1 mg/L 

以下の算出式により登録保留基準値を算出した。1) 

0.04 (mg/kg 体重/日)  × 53.3 (kg) × 0.1 ／ 2 (L /人/日) = 0.1066 (mg/L) 

ADI 体重     10 %配分  飲料水摂取量  

1) 登録保留基準値は、体重を 53.3kg、飲用水を 1 日 2L、有効数字は 1 桁（ADI の有効数字桁数）とし、2 桁目を

切り捨てて算出した。 

 

＜参考＞ 水質に関する基準値等 

(旧)水質汚濁に係る農薬登録保留基準 1) なし 

水質要監視項目 2) なし 

水質管理目標設定項目 3) なし 

ゴルフ場指導指針 4) なし 

ＷＨＯ飲料水水質ガイドライン 5) なし 
1) 平成 17 年 8 月 3 日改正前の「農薬取締法第 3 条第 1 項第 4 号から第 7 号までに掲げる場合に該当するかど

うかの基準を定める等の件」（昭和 46 年 3 月 2 日農林省告示 346 号）第 4 号に基づき設定された基準値。 

2) 水質汚濁に係る要監視項目として、直ちに環境基準とはせず、引き続き知見の集積に努めるべきとされた物質

に係る指針値。 

3) 水道法に基づく水質基準とするには至らないが、水道水質管理上留意すべき項目として設定された物質に係る

目標値。 

4)「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水産動植物被害の防止に係る指導指針の制定について」

（平成 29 年 3 月 9 日付け環水大土第 1703091 号環境省水・大気環境局長通知）において設定された水濁指針

値。 

5) Guidelines for drinking-water quality, fourth edition 

 

 

２．リスク評価 

水濁 PEC は 0.000033 mg/L であり、登録保留基準値 0.1 mg/L を超えないことを

確認した。 
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水質汚濁に係る農薬登録保留基準の設定に関する資料 

クロルフルアズロン 
 

Ⅰ．評価対象農薬の概要 
１．物質概要  

化学名 
（IUPAC） 

１－［３，５－ジクロロ－４－（３－クロロ－５－トリフルオロメチル－２

－ピリジルオキシ）フェニル］－３－（２，６－ジフルオロベンゾイル）尿

素 

分子式 C20H9Cl3F5N3O3 分子量 540.7 CAS NO. 71422-67-8 

構造式 

 
 

２．作用機構等 
クロルフルアズロンは、ベンゾイルフェニル尿素系の殺虫剤であり、その作用機構

は、昆虫の幼虫におけるキチンの生合成阻害であり、脱皮・変態に異常をきたし、最

終的に黒化・ミイラ状にして致死させる。 
本邦での初回登録は 1988 年である。 
製剤は水和剤及び乳剤が、適用農作物等は果樹、野菜、いも、豆、花き、樹木、芝

等がある。 
原体の輸入量は、136.1 t（平成 26 年度※）、114.0 t（平成 27 年度※）、40.0 t（平

成 28 年度※）であった。 
※年度は農薬年度（前年 10 月～当該年 9 月）、出典：農薬要覧-2017-（（一社）日本植物防疫協会） 
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３．各種物性等  

外観・臭気 白色固体（粒状）、無臭 土壌吸着係数 KFadsOC ＝ 51,000 － 100,000
（25℃） 

融点 221.2－223.9℃ 
オクタノール

／水分配係数 
logPow＝5.9（40℃） 

沸点 238.0℃（2.5kPa) 生物濃縮性 BCFss＝3,600（0.05 μg/L） 

蒸気圧 約 1.6×10－6 Pa（20℃） 密度 1.5 g/cm3（20℃） 

加水分解性 

半減期 
155 日（25℃、pH5） 
33.3 日（25℃、pH7） 
53.7 日（25℃、pH9） 

水溶解度 0.012 mg/L（20℃） 

水中光分解性 

半減期 
237.14 時間（東京春季太陽光換算 52.30 日） 
（滅菌蒸留水、25.2℃、41.17 W/m2、300－400 nm） 
85.40 時間（東京春季太陽光換算 16.47 日） 
（滅菌自然水、25.0℃、35.99 W/m2、300－400 nm） 
20.1 時間 
（滅菌脱イオン水、22－27℃、220.7 W） 

pKa 8.10（20℃） 
  

Ⅱ．安全性評価 
 

一日摂取許容量（ADI）   0.033 mg/kg 体重/日 

食品安全委員会は、平成 29 年 12 月 12 日付けで、クロルフルアズロンの ADI を 0.033 
mg/kg 体重/日と設定する食品健康影響評価の結果を厚生労働省に通知した。 

なお、この値は各試験で得られた無毒性量のうち最小値 3.30 mg/kg体重/日を安全係数

100で除して設定された。 
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Ⅲ．水質汚濁予測濃度（水濁 PEC） 
１．製剤の種類及び適用農作物等 

農薬登録情報提供システム（（独）農林水産消費安全技術センター）によれば、本

農薬は製剤として水和剤、乳剤があり、適用農作物等は果樹、野菜、いも、豆、花き、

樹木、芝等がある。 

 

２．水濁 PEC の算出 
 (１）非水田使用時の水濁 PEC（第１段階） 

非水田使用時において、PEC が最も高くなる使用方法（下表左欄）について、第

１段階の PEC を算出する。算出に当たっては、農薬取締法テストガイドラインに準

拠して下表右欄のパラメーターを用いた。 
 

PEC 算出に関する使用方法 各パラメーターの値 

適用農作物等 果樹 
I：単回・単位面積当たりの有効成分

量（有効成分 g /ha） 
（左欄の最大使用量に、有効成分濃度

を乗じた上で、単位を調整した値 
（製剤の密度は 1 g/mL として算出）） 

233 

剤  型 10％水和剤 

当該剤の単回・単

位面積当たり最大

使用量 
※算出値 

 233 mL/10a 
（3,000 倍希釈した

薬液を 10a 当たり

700 L 使用） 

Napp：総使用回数（回） 4 

Driver：河川ドリフト率（％） 5.8 

Zriver：河川ドリフト面積（ha） 0.11 
地上防除/航空防

除の別 
地上防除 Ru：畑地からの農薬流出率（％） 0.02 

使用方法 散布 Ap：農薬使用面積（ha） 37.5 

総使用回数 4 回 Fu：施用方法による農薬流出補正係数 1 

 
（２）水濁 PEC 算出結果 
 

使用場面 水濁 PEC (mg/L) 

水田使用時 適用なし 

非水田使用時(第 1 段階) 0.00001463… 

 
うち地表流出寄与分 0.00001304…  

うち河川ドリフト寄与分 0.00000159… 

合   計 1) 0.00001463…  ≑  0.000015 (mg/L) 
1) 水濁 PEC の値は有効数字 2 桁とし、3 桁目を四捨五入して算出した。 
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Ⅳ．総 合 評 価 
 
１．水質汚濁に係る登録保留基準値 

 

登録保留基準値 0.087 mg/L 

以下の算出式により登録保留基準値を算出した。1) 

0.033 (mg/kg 体重/日) × 53.3 (kg) × 0.1 ／ 2 (L /人/日) = 0.0879…(mg/L) 
ADI 体重     10 %配分  飲料水摂取量  

1) 登録保留基準値は、体重を 53.3kg、飲用水を 1 日 2L、有効数字は 2 桁（ADI の有効数字桁数）とし、3 桁目を

切り捨てて算出した。 

 
＜参考＞ 水質に関する基準値等 

(旧)水質汚濁に係る農薬登録保留基準 1) なし 
水質要監視項目 2) なし 
水質管理目標設定項目 3) なし 
ゴルフ場指導指針 4) なし 
ＷＨＯ飲料水水質ガイドライン 5) なし 

1) 平成 17 年 8 月 3 日改正前の「農薬取締法第 3 条第 1 項第 4 号から第 7 号までに掲げる場合に該当するかど

うかの基準を定める等の件」（昭和 46 年 3 月 2 日農林省告示 346 号）第 4 号に基づき設定された基準値。 
2) 水質汚濁に係る要監視項目として、直ちに環境基準とはせず、引き続き知見の集積に努めるべきとされた物質

に係る指針値。 
3) 水道法に基づく水質基準とするには至らないが、水道水質管理上留意すべき項目として設定された物質に係る

目標値。 
4)「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水産動植物被害の防止に係る指導指針の制定について」

（平成 29 年 3 月 9 日付け環水大土第 1703091 号環境省水・大気環境局長通知）において設定された水濁指針

値。 
5) Guidelines for drinking-water quality, fourth edition 
 

 
２．リスク評価 

水濁 PEC は 0.000015 mg/L であり、登録保留基準値 0.087 mg/L を超えないこと

を確認した。 
 
（参考）食品経由の農薬理論最大一日摂取量と対 ADI 比 

 
農薬理論最大一日摂取量（mg/人/日） 対 ADI 比（%） 

0.3068 16.9 
出典：平成 30 年 6 月 15 日開催の薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会資料 
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水質汚濁に係る農薬登録保留基準の設定に関する資料 

クロルメコートクロリド（クロルメコート） 
 

Ⅰ．評価対象農薬の概要 
１．物質概要  

化学名 
（IUPAC） 

２－クロロエチルトリメチルアンモニウム＝クロリド 

分子式 C5H13Cl2N 分子量 158.1 CAS NO. 999-81-5 

構造式 

 
 

２．作用機構等 
クロルメコートクロリド（クロルメコート）は、成長抑制作用を有する植物成長調

整剤であり、その作用機構は植物体内においてジベレリン生合成の初期段階にあるゲ

ラニルゲラニル二リン酸から ent-カウレンに至る環化又は ent-カウレンから ent-カ
ウレン酸へ至る酸化を阻害することによりジベレリンの生合成を阻害するものであ

る。 
本邦での初回登録は 1984 年である。 
製剤は液剤が、適用農作物等は麦及び花きがある。 

原体の輸入量は 33.6 t（平成 26 年度※）であった。 
※年度は農薬年度（前年10月～当該年9月）、出典：農薬要覧-2017-（（一社）日本植物防疫協会） 
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３．各種物性等  
外観・臭気 無色結晶固体、無臭 土壌吸着係数 KFadsOC＝80－630（25℃） 

融点 236℃ オクタノール

／水分配係数 
LogDow＝－3.39（20℃） 

沸点 
240℃で分解のため 
測定不能 

生物濃縮性 － 

蒸気圧 ＜1×10－6 Pa（20℃） 密度 1.2 g/cm3（室温） 

加水分解性 
5 日間安定 
（50℃；pH4、7、9） 

水溶解度 5.00×105 mg/L（20℃） 

水中光分解性 

16 日間安定（東京春期太陽光換算 39 日間安定） 
（滅菌蒸留水、pH6.77、25℃、167.0 W/m2、290－800 nm） 
16 日間安定（東京春期太陽光換算 39 日間安定） 
（滅菌自然水、pH7.40、25℃、167.0 W/m2、290－800 nm） 

  

Ⅱ．安全性評価 
 

一日摂取許容量（ADI）   0.05 mg/kg 体重/日 

食品安全委員会は、平成 29 年 12 月 12 日付けで、クロルメコートの ADI を 0.05 mg/kg
体重/日と設定する食品健康影響評価の結果を厚生労働省に通知した。 

なお、この値は各試験で得られた無毒性量のうち最小値 5 mg/kg 体重/日を安全係数 100
で除して設定された。 
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Ⅲ．水質汚濁予測濃度（水濁 PEC） 
１．製剤の種類及び適用農作物等 

農薬登録情報提供システム（（独）農林水産消費安全技術センター）によれば、本

農薬は製剤として液剤があり、適用農作物等は麦及び花きがある。 

 

２．水濁 PEC の算出 
(１）非水田使用時の水濁 PEC（第１段階） 

非水田使用時において、PEC が最も高くなる使用方法（下表左欄）について、第

１段階の PEC を算出する。算出に当たっては、農薬取締法テストガイドラインに準

拠して下表右欄のパラメーターを用いた。 
 

PEC 算出に関する使用方法 各パラメーターの値 

適用農作物等 麦 
I：単回・単位面積当たりの有効成分

量（有効成分 g /ha） 
（左欄の最大使用量に、有効成分濃度

を乗じた上で、単位を調整した値 
（製剤の密度は 1 g/mL として算出）） 

2,300 

剤  型 46％液剤 

当該剤の単回・単

位面積当たり最大

使用量 

500 mL/10a 
（10a 当たり、薬液

500 mL を希釈水

100～120 L に添加

して使用） 

Napp：総使用回数（回） １ 

Driver：河川ドリフト率（％） 0.2 

Zriver：河川ドリフト面積（ha） 0.11 

地上防除/航空防

除の別 
地上防除 Ru：畑地からの農薬流出率（％） 0.02 

使用方法 茎葉散布 Ap：農薬使用面積（ha） 37.5 

総使用回数 1 回 Fu：施用方法による農薬流出補正係数 1 

 
（２）水濁 PEC 算出結果 
 

使用場面 水濁 PEC (mg/L) 

水田使用時 適用なし 

非水田使用時(第 1 段階) 0.00005065… 

 
うち地表流出寄与分 0.00005052…  

うち河川ドリフト寄与分 0.00000013… 

合   計 1) 0.00005065…  ≑  0.000051 (mg/L) 
1) 水濁 PEC の値は有効数字 2 桁とし、3 桁目を四捨五入して算出した。 
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Ⅳ．総 合 評 価 
 
１．水質汚濁に係る登録保留基準値 

 

登録保留基準値 0.1 mg/L 

以下の算出式により登録保留基準値を算出した。1) 

0.05 (mg/kg 体重/日)  × 53.3 (kg) × 0.1 ／ 2 (L /人/日) = 0.13…(mg/L) 
ADI 体重     10 %配分  飲料水摂取量  

1) 登録保留基準値は、体重を 53.3kg、飲用水を 1 日 2L、有効数字は 1 桁（ADI の有効数字桁数）とし、2 桁目を

切り捨てて算出した。 

 
＜参考＞ 水質に関する基準値等 

(旧)水質汚濁に係る農薬登録保留基準 1) なし 
水質要監視項目 2) なし 
水質管理目標設定項目 3) なし 
ゴルフ場指導指針 4) なし 
ＷＨＯ飲料水水質ガイドライン 5) なし 

1) 平成 17 年 8 月 3 日改正前の「農薬取締法第 3 条第 1 項第 4 号から第 7 号までに掲げる場合に該当するかど

うかの基準を定める等の件」（昭和 46 年 3 月 2 日農林省告示 346 号）第 4 号に基づき設定された基準値。 
2) 水質汚濁に係る要監視項目として、直ちに環境基準とはせず、引き続き知見の集積に努めるべきとされた物質

に係る指針値。 
3) 水道法に基づく水質基準とするには至らないが、水道水質管理上留意すべき項目として設定された物質に係る

目標値。 
4)「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水産動植物被害の防止に係る指導指針の制定について」

（平成 29 年 3 月 9 日付け環水大土第 1703091 号環境省水・大気環境局長通知）において設定された水濁指針

値。 
5) Guidelines for drinking-water quality, fourth edition 
 

 
２．リスク評価 

水濁 PEC は 0.000051 mg/L であり、登録保留基準値 0.1 mg/L を超えないことを

確認した。 
 
（参考）食品経由の農薬理論最大一日摂取量と対 ADI 比 

 
農薬理論最大一日摂取量(mg/人/日) 対 ADI 比（%） 

0.7471 27.1 
出典：平成 30 年 6 月 15 日開催の薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会資料 
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水質汚濁に係る農薬登録保留基準の設定に関する資料 

ダゾメット、メタムアンモニウム塩（カーバム）、メタムナトリウム塩 

（カーバムナトリウム塩）及びメチルイソチオシアネート 
 

Ⅰ．評価対象農薬の概要 
１．物質概要  
（１）ダゾメット 

化学名 
（IUPAC） 

テトラヒドロ－３，５－ジメチル－１，３，５－チアジアジン－２－チオ

ン 

分子式 C5H10N2S2 分子量 162.3  CAS NO. 533-74-4 

構造式 

 
 

（２）メタムアンモニウム塩（カーバム） 
化学名 

（IUPAC） 
アンモニウム＝メチルジチオカルバマート 

分子式 C2H8N2S2 分子量 124.2 CAS NO. 39680-90-5 

構造式 

 

   
（３）メタムナトリウム塩（カーバムナトリウム塩） 

化学名 
（IUPAC） 

ナトリウム＝メチルジチオカルバマート 

分子式 C2H4NNaS2 分子量 129.2 CAS NO. 137-42-8 

構造式 
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（４）メチルイソチオシアネート 
化学名 

（IUPAC） メチルイソチオシアネート 

分子式 C2H3NS 分子量 73.1 CAS NO. 556-61-6 

構造式 

  

 
＜注＞ 
（１）～（３）の物質は水の存在下で（４）のメチルイソチオシアネートに容易に分

解されるため、（１）～（４）をグループとして評価し、メチルイソチオシアネートと

して基準値を設定するものとする。 
 

２．作用機構等 
（１）ダゾメット 

ダゾメットは、ジチオカーバメート系の殺線虫・殺菌・除草剤であり、その作用

機構は土壌中で速やかに活性成分であるメチルイソチオシアネートに分解して拡散

し、土壌中の微生物等のSH基を阻害するものと考えられている。 
本邦での初回登録は1978年である。 
製剤は粉粒剤が、適用農作物等は果樹、野菜、いも、豆、花き、樹木、芝、桑等

がある。 
原体の輸入量は、3,214.8 t（平成26年度※）であった。 

 
（２）メタムアンモニウム塩（カーバム） 

メタムアンモニウム塩は、ジチオカーバメート系の殺線虫・殺虫・殺菌・除草剤

であり、その作用機構は土壌中で速やかに活性成分であるメチルイソチオシアネー

トに分解して拡散し、土壌中の微生物等のSH基を阻害するものと考えられている。 
本邦での初回登録は1957年である。 
製剤は液剤が、適用農作物等は果樹、野菜、花き、樹木、芝等がある。 
原体の国内生産量は、113.0 t（平成26年度※）であった。 

 
（３）メタムナトリウム塩（カーバムナトリウム塩） 

メタムナトリウム塩は、ジチオカーバメート系の殺線虫・殺虫・殺菌・除草剤で

あり、その作用機構は土壌中で速やかに活性成分であるメチルイソチオシアネート

に分解して拡散し、土壌中の微生物等のSH基を阻害するものと考えられている。 
本邦での初回登録は1993年である。 
製剤は液剤が、適用農作物等は野菜、いも、花き等がある。 
原体の輸入量は、2,058.0 t（平成26年度※）、1,583.0 t（平成27年度※）、1,189.0 t

（平成27年度※）であった。 
※年度は農薬年度（前年10月～当該年9月）、出典：農薬要覧-2017-（（一社）日本植物防疫協会） 
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（４）メチルイソチオシアネート 
メチルイソチオシアネートは殺線虫・殺菌剤であり、その作用機構は土壌中で気

化し、ガス体として土壌中を拡散・移行し、微生物等のSH基と反応して効果を示す

と考えられている。 
本邦での初回登録は1976年である。 
製剤は油剤、くん蒸剤が、適用農作物等は野菜、いも、樹木、花き、茶等がある。 
申請者からの聞き取りによると、生産量は111 t（平成27年※）、128 t（平成28年※）、

144 t（平成29年※）であった。 
※集計期間は１月～12月 

 
３．各種物性等  
 （１）ダゾメット 

外観・臭気 無色結晶、わずかな特徴的臭

気 
土壌吸着係数 土壌中で急速に分解するため

測定不能 

融点 103.2－105.2℃ 
オクタノール

／水分配係数 logPow＝0.6（20℃） 

沸点 150℃で分解のため測定不能 生物濃縮性 － 

蒸気圧 
5.8×10－4 Pa（20℃） 
1.3×10－3 Pa（25℃） 

密度 1.4 g/cm3（室温） 

加水 
分解性 

半減期 
約 6 時間（25±5℃；pH3、5） 
6.88 時間（25℃、pH4） 
0.36 日（25℃、pH4） 
0.25 日（25℃、pH5） 
2 時間（25±5℃、pH7） 
0.21 日（25℃、pH7） 
6.07 時間（25℃、pH7） 
1 時間（25±5℃、pH9） 
0.12 日（25℃、pH9） 
3.39 時間（25℃、pH9） 
2.70 時間（35 ℃、pH4） 
0.12 日（35℃、pH4） 
0.11 日（35℃、pH5） 
0.07 日（35℃、pH7） 
2.35 時間（35℃、pH7） 
1.05 時間（35℃、pH9） 
0.05 日（35℃、pH9） 

水溶解度 3.5×103 mg/L（20℃） 

水中 
光分解性 

半減期 
4.7 時間（東京春季太陽光換算 9.9 時間） 
（滅菌緩衝液、pH7、25±1℃、16.53 W/m2、300－400 nm） 
3.6 時間（東京春季太陽光換算 7.6 時間） 
（滅菌自然水、pH7.15、25±1℃、16.53 W/m2、300－400 nm） 



平成 30 年 7 月 18 日 中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会（第 64 回） ダゾメット、メタムアンモニ

ウム塩（カーバム）、メタムナトリウム塩（カーバムナトリウム塩）及びメチルイソチオシアネート 資料 

 

16 
 

   （２）メタムアンモニウム塩（カーバム） 

外観・ 
臭気 

黄みの白色固体結晶、 
弱いアミン臭（常温） 土壌吸着係数 

90%以上がメチルイソチオ

シアネートに分解されたた

め測定不能 

融点 常温で変質するため測定不能 
オクタノール

／水分配係数 
logPow＝－2.25 － －2.27 
（20℃） 

沸点 室温以下で分解するため測定不能 生物濃縮性 － 

蒸気圧 分解生成物の蒸気圧が大きいため

測定不能 
密度 1.2 g/cm3（20℃） 

加水 
分解性 

半減期 
約 10 時間（25±1℃、pH5.0） 
約 2.3 日（25±1℃、pH7.0） 
約 4.5 日（25±1℃、pH9.0） 

水溶解度 1.37×106 mg/L（20℃） 

水中 
光分解性 

半減期 
約 1 時間（東京春季太陽光換算 3.2 時間） 
（滅菌蒸留水、25℃、24.8 W/m2、310－400 nm） 
約 40 分（東京春季太陽光換算 2.1 時間） 
（自然水、25℃、24.8 W/m2、310－400 nm） 
約 4.4－16.7 分 
（自然水、25℃、2.10－4.92 mW/m2、310－400 nm） 

 

（３）メタムナトリウム塩（カーバムナトリウム塩） 

外観・臭気 白色粉末※ 土壌吸着係数 
直ちに分解するため、測

定不能 

融点 ＞300℃※ 
オクタノール

／水分配係数 logPow＝0.04（25℃）※ 

沸点 － 生物濃縮性 － 
蒸気圧 2.9×103 Pa（25℃、30%製品） 密度 － 

加水 
分解性 

半減期 
23.8 時間（25℃、pH5.0） 
180.0 時間（25℃、pH7.0） 
45.6 時間（25℃、pH9.0） 
7.8 時間（40℃、pH5.0） 
27.4 時間（40℃、pH7.0） 
19.4 時間（40℃、pH9.0） 

水溶解度 1.0×106 mg/L 以上 
（25℃） 

水中 
光分解性 

半減期 
13.4 分（東京春季太陽光換算 69.3 分） 
（滅菌蒸留水、pH6.2－6.7、20±1℃、40.2 W/m2、300－400 nm） 
12.9 分（東京春季太陽光換算 66.7 分） 
（滅菌自然水、pH7.3、20±1℃、40.2 W/m2、300－400 nm） 

※メタムナトリウム塩二水和物の値
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（４）メチルイソチオシアネート 
外観・臭気 白色ろう状固体、弱い刺激臭 土壌吸着係数 KFadsOC＝27－46（25±1℃） 

融点 37.1℃ 
オクタノール

／水分配係数 logPow＝1.1（25℃） 

沸点 116.9℃ 生物濃縮性 － 

蒸気圧 2.1×103 Pa（25℃） 密度 1.1 g/cm3（40℃） 

加水 
分解性 

半減期 
85 時間（25℃、pH5.0） 
490 時間（25℃、pH7.0） 
110 時間（25℃、pH9.0） 

水溶解度 
8.2×103 mg/L（20℃） 
8.6×103 mg/L（25℃） 

水中 
光分解性 

半減期 
18.7 日（東京春季太陽光換算 71.4 日） 
（滅菌蒸留水、pH7.3、25±2℃、29.71 W/m2、300－400 nm） 
24.9 日（東京春季太陽光換算 95.1 日） 
（滅菌自然水、pH6.5、25±2℃、29.71 W/m2、300－400 nm） 

 

 

Ⅱ．安全性評価 
 

一日摂取許容量（ADI）   0.004 mg/kg 体重/日 

食品安全委員会は、平成 27 年 3 月 24 日付けで、ダゾメット、メタム※１及びメチルイソ

チオシアネートのグループ ADI※２を 0.004 mg/kg 体重/日と設定する食品健康影響評価の

結果を厚生労働省に通知した。 
なお、この値はメチルイソチオシアネートの各試験で得られた無毒性量のうち最小値 

0.4 mg/kg体重/日を安全係数100で除して設定された。 

   ※１メタムはメタムアンモニウム塩、メタムナトリウム塩及びメタムカリウム塩について評価が実施された。 
   ※２ダゾメット及びメタムは、水の存在下でメチルイソチオシアネートに容易に分解され、植物体内では概ねメ

チルイソチオシアネートとして存在すると考えられることから総合評価が実施された。 
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Ⅲ．水質汚濁予測濃度（水濁 PEC） 
 

１．製剤の種類及び適用農作物等 
（１）ダゾメット 
農薬登録情報提供システム（（独）農林水産消費安全技術センター）によれば、

本農薬は製剤として粉粒剤が、適用農作物等は果樹、野菜、いも、豆、花き、樹木、

芝、桑等がある。 

  

（２）メタムアンモニウム塩（カーバム） 
農薬登録情報提供システム（（独）農林水産消費安全技術センター）によれば、

本農薬は製剤として液剤が、適用農作物等は果樹、野菜、花き、樹木、芝等がある。 

 

（３）メタムナトリウム塩（カーバムナトリウム塩） 
農薬登録情報提供システム（（独）農林水産消費安全技術センター）によれば、

本農薬は製剤として液剤が、適用農作物等は野菜、いも、花き等がある。 

 

（４）メチルイソチオシアネート 
農薬登録情報提供システム（（独）農林水産消費安全技術センター）によれば、

本農薬は製剤として油剤、くん蒸剤が、適用農作物等は野菜、いも、樹木、花き、

茶等がある。 

 

 

２．水濁 PEC の算出 
（１）非水田使用時の水濁 PEC（第１段階） 

非水田使用時において、各農薬による使用方法※の中で PEC が最も高くなる使用

方法（下表左欄）について、第１段階の PEC を算出する。算出に当たっては、農

薬取締法テストガイドラインに準拠して下表右欄のパラメーターを用いた。 
※１つの作物が複数の農薬の適用に重複して登録されているものがあるが、以下の理由により、PEC は農薬

ごとに算出した。 
 ・現場において各農薬を重複して使用しないよう指導がなされていること 
 ・使用後にガス抜き等の処置が必要であり、重複使用はなされないと考えられること 
 なお、食品中の残留基準値については、上記の理由により、各作物残留試験のうち最大値に基づき基準値

が設定された。（平成 28 年 11 月 21 日薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会） 
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  ①ダゾメット 
PEC 算出に関する使用方法 各パラメーターの値 

適用農作物等 桑 I：単回・単位面積当たりの有効成分

量（有効成分 g /ha） 
（左欄の最大使用量に、有効成分濃度

を乗じた上で、単位を調整した値 
（製剤の密度は 1 g/mL として算出）） 

662,089※ 
剤  型 98%粉粒剤 

当該剤の単回・ 
単位面積当た

り 
最大使用量 
※算出値 

150,000 g/10a 
（1 株当たり（4 m2）、

薬剤 600 g 使用） 

Napp：総使用回数（回） 1 

Driver：河川ドリフト率（％） 0 

Zriver：河川ドリフト面積（ha） 0.11 

地上防除/ 
航空防除の別 

地上防除 Ru：畑地からの農薬流出率（％） 0.02 

使用方法 
被害株跡地に本剤の所

定量を均一に散布して

土壌と十分混和 
Ap：農薬使用面積（ha） 37.5 

総使用回数 1 回 Fu：施用方法による農薬流出補正係数 0.1 
※メチルイソチオシアネート換算値 

 
水濁 PEC 算出結果 

使用場面 水濁 PEC (mg/L) 

水田使用時 適用なし 

非水田使用時(第 1 段階) 0.001454… 

 
うち地表流出寄与分 0.001454…  

うち河川ドリフト寄与分 － 

合   計 1) 0.001454…  ≑  0.0015 (mg/L) 

1) 水濁 PEC の値は有効数字 2 桁とし、3 桁目を四捨五入して算出した。 
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  ②メタムアンモニウム塩（カーバム） 
PEC 算出に関する使用方法 各パラメーターの値 

適用農作物等 果樹 I：単回・単位面積当たりの有効成分

量（有効成分 g /ha） 
（左欄の最大使用量に、有効成分濃度

を乗じた上で、単位を調整した値 
（製剤の密度は 1 g/mL として算出）） 

163,491※ 
剤  型 50%水溶剤 

当該剤の単回・ 
単位面積当た

り 
最大使用量 
※算出値 

55,556 mL/10a 
（1 穴（30cm 間隔）当

たり、薬剤 5 mL 使用） 

Napp：総使用回数（回） 1 

Driver：河川ドリフト率（％） 0 

Zriver：河川ドリフト面積（ha） 0.11 

地上防除/ 
航空防除の別 

地上防除 Ru：畑地からの農薬流出率（％） 0.02 

使用方法 

耕起整地後 30 cmの千

鳥状に深さ 15～50 cm
の穴をあけて薬液を注

入し、ビニール等で 7
～10 日間被覆 

Ap：農薬使用面積（ha） 37.5 

総使用回数 1 回 Fu：施用方法による農薬流出補正係数 0.1 
※メチルイソチオシアネート換算値 

 
水濁 PEC 算出結果 

使用場面 水濁 PEC (mg/L) 

水田使用時 適用なし 

非水田使用時(第 1 段階) 0.0003591… 

 
うち地表流出寄与分 0.0003591…  

うち河川ドリフト寄与分 － 

合   計 1) 0.0003591…  ≑  0.00036 (mg/L) 

1) 水濁 PEC の値は有効数字 2 桁とし、3 桁目を四捨五入して算出した。 
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  ③メタムナトリウム塩（カーバムナトリウム塩） 
PEC 算出に関する使用方法 各パラメーターの値 

適用農作物等 野菜 I：単回・単位面積当たりの有効成分

量（有効成分 g /ha） 
（左欄の最大使用量に、有効成分濃度

を乗じた上で、単位を調整した値 
（製剤の密度は 1 g/mL として算出）） 

135,789※ 
剤  型 30%液剤 

当該剤の単回・ 
単位面積当た

り 
最大使用量 
※算出値 

80,000 mL/10a 
（1 m2当たり、薬剤 80 

mL 使用） 

Napp：総使用回数（回） 1 

Driver：河川ドリフト率（％） 0 

Zriver：河川ドリフト面積（ha） 0.11 

地上防除/ 
航空防除の別 

地上防除 Ru：畑地からの農薬流出率（％） 0.02 

使用方法 積み上げた土壌表面に

散布し直ちに被覆 
Ap：農薬使用面積（ha） 37.5 

総使用回数 1 回 Fu：施用方法による農薬流出補正係数 0.1 
※メチルイソチオシアネート換算値 

 
水濁 PEC 算出結果 

使用場面 水濁 PEC (mg/L) 

水田使用時 適用なし 

非水田使用時(第 1 段階) 0.0002982… 

 
うち地表流出寄与分 0.0002982…  

うち河川ドリフト寄与分 － 

合   計 1) 0.0002982…  ≑  0.00030 (mg/L) 

1) 水濁 PEC の値は有効数字 2 桁とし、3 桁目を四捨五入して算出した。 
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  ④メチルイソチオシアネート 
PEC 算出に関する使用方法 各パラメーターの値 

適用農作物等 茶 I：単回・単位面積当たりの有効成分

量（有効成分 g /ha） 
（左欄の最大使用量に、有効成分濃度

を乗じた上で、単位を調整した値 
（製剤の密度は 1 g/mL として算出）） 

100,000 
剤  型 20%油剤 

当該剤の単回・ 
単位面積当た

り 
最大使用量 

50 L/10a 

Napp：総使用回数（回） 1 

Driver：河川ドリフト率（％） 0 

Zriver：河川ドリフト面積（ha） 0.11 

地上防除/ 
航空防除の別 

地上防除 Ru：畑地からの農薬流出率（％） 0.02 

使用方法 

耕起・整地した後、深

さ約 12～15 cm に注

入し、直ちに覆土・鎮

圧 

Ap：農薬使用面積（ha） 37.5 

総使用回数 1 回 Fu：施用方法による農薬流出補正係数 0.1 

 
水濁 PEC 算出結果 

使用場面 水濁 PEC (mg/L) 

水田使用時 適用なし 

非水田使用時(第 1 段階) 0.0002196… 

 
うち地表流出寄与分 0.0002196…  

うち河川ドリフト寄与分 － 

合   計 1) 0.0002196…  ≑  0.00022 (mg/L) 

1) 水濁 PEC の値は有効数字 2 桁とし、3 桁目を四捨五入して算出した。 

 
 
  以上より、水濁 PEC の最大値はダゾメットの 0.0015 mg/L（メチルイソチオシアネー

トとして）となる。 
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Ⅳ．総 合 評 価 
 
１．水質汚濁に係る登録保留基準値 

 

登録保留基準値 0.01 mg/L 

以下の算出式により登録保留基準値を算出した。1) 

0.004 (mg/kg 体重/日) × 53.3 (kg) × 0.1 ／ 2 (L /人/日) = 0.0106…(mg/L) 
ADI 体重     10 %配分  飲料水摂取量  

1) 登録保留基準値は、体重を 53.3kg、飲用水を 1 日 2L、有効数字は 1 桁（ADI の有効数字桁数）とし、2 桁目を

切り捨てて算出した。 

 
＜参考＞ 水質に関する基準値等 

(旧)水質汚濁に係る農薬登録保留基準 1) なし 
水質要監視項目 2) なし 

水質管理目標設定項目 3) 
0.01mg/L（メチルイソチオシア

ネートとして）6) 
ゴルフ場暫定指導指針 4) なし 
ＷＨＯ飲料水水質ガイドライン 5) なし 

1) 平成 17 年 8 月 3 日改正前の「農薬取締法第 3 条第 1 項第 4 号から第 7 号までに掲げる場合に該当するかど

うかの基準を定める等の件」（昭和 46 年 3 月 2 日農林省告示 346 号）第 4 号に基づき設定された基準値。 
2) 水質汚濁に係る要監視項目として、直ちに環境基準とはせず、引き続き知見の集積に努めるべきとされた物質

に係る指針値。 
3) 水道法に基づく水質基準とするには至らないが、水道水質管理上留意すべき項目として設定された物質に係る

目標値（対象農薬）。 
4) 「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水産動植物被害の防止に係る指導指針の制定につい

て」（平成 29 年 3 月 9 日付け環水大土第 1703091 号環境省水・大気環境局長通知）において設定された指針値。 
5) Guidelines for drinking-water quality, fourth edition 
6) 項目「ダゾメット、メタム（カーバム）及びメチルイソチオシアネート」に対する目標値 

 
２．リスク評価 

水濁 PEC は 0.0015 mg/L であり、登録保留基準値 0.01 mg/L を超えないことを確

認した。 
 
 
（参考）食品経由の農薬理論最大一日摂取量と対 ADI 比 

 
農薬理論最大一日摂取量(mg/人/日) 対 ADI 比（%） 

0.0488 22.2 
出典：平成 28 年 12 月 16 日開催の薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会資料 
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水質汚濁に係る農薬登録保留基準の設定に関する資料 

ランコトリオンナトリウム塩 
 

Ⅰ．評価対象農薬の概要 
１．物質概要  

化学名 
（IUPAC） 

ナトリウム＝２－｛２－クロロ－３－［２－（１，３－ジオキソラン－２

－イル）エトキシ］－４－メシルベンゾイル｝－３－オキソシクロヘキサ

－１－エン－１－オラート 

分子式 C19H20ClNaO8S 分子量 466.9 CAS NO. 1486617-22-4 

構造式 

 
 

２．作用機構等 
ランコトリオンナトリウム塩は、トリケトン系の除草剤であり、その作用機構は

プラストキノンやトコフェロールの生合成の上流にある p-ヒドロキシフェニルピル

ビン酸ジオキシゲナーゼ（HPPD）の阻害と考えられている。この酵素が阻害される

とカロチノイド生合成に関与しているプラストキノンの生合成が阻害されるため、

白化症状が生じる。 
本邦では未登録である。 
製剤は粒剤が、適用農作物等は稲として、登録申請されている。 
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３．各種物性等  
外観・臭気 白色粉末固体、無臭 土壌吸着係数 KFadsOC＝11－540（25℃） 

融点 
約 155℃以上で分解が始

まるため測定不能 
オクタノール

／水分配係数 

logPow ＜  0.3（pH4, 7, 9） 
logPow ＝ －1.62（pH7） 
logPow ＝  1.81（pH1） 

沸点 約 155℃以上で分解が始

まるため測定不能 
生物濃縮性 － 

蒸気圧 3.3×10－9 Pa（25℃） 密度 1.5 g/cm3（20℃） 

加水分解性 

1 年以上安定 
（25℃、pH7、9） 
半減期 
553 日（10℃、pH4） 
89.1 日（25℃、pH4） 
5.4 日（50℃、pH4） 

水溶解度 
＞2.50×108 μg/L 
（精製水、pH4.0, 7.0, 9.0） 

水中光分解性 

半減期 8.9 日（東京春季太陽光換算 39.5 日） 
（緩衝液、pH7、25℃、34.4W/m2、300－400nm） 
半減期 5.5 日（東京春季太陽光換算 24.7 日） 
（滅菌自然水、pH7.44、25℃、34.8W/ m2、300－400nm） 

pKa 3.1（20℃） 

  

Ⅱ．安全性評価 
 

一日摂取許容量（ADI）   0.001 mg/kg 体重/日 

食品安全委員会は、平成 30 年 4 月 17 日付けで、ランコトリオンナトリウム塩の ADI
を 0.001 mg/kg 体重/日と設定する食品健康影響評価の結果を厚生労働省に通知した。 

なお、この値は各試験で得られた無毒性量のうち最小値 0.1 mg/kg 体重/日を安全係数

100 で除して設定された。 
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Ⅲ．水質汚濁予測濃度（水濁 PEC） 
１．製剤の種類及び適用農作物等 

申請者より提出された申請資料によれば、本農薬は製剤として粒剤が、適用農作物

等は稲として登録申請されている。 

 

２．水濁 PEC の算出 
（１）水田使用時の水濁 PEC（第２段階） 
   水田使用時において、PEC が最も高くなる使用方法（下表左欄）について、第

２段階の PEC を算出する。算出に当たっては、農薬取締法テストガイドラインに

準拠して下表右欄のパラメーターを用いた。 

 

PEC 算出に関する使用方法 各パラメーターの値 

適用農作物等 稲 

I：単回・単位面積当たりの有効成分量

（有効成分 g /ha） 
（左欄の最大使用量に、有効成分濃度

を乗じた上で、単位を調整した値） 

210 

剤 型  2.1%粒剤 Napp：総使用回数（回） 1 

当該剤の単回・単位

面積当たり最大使

用量 
1 kg/10a 

ドリフト量 考慮せず 

Ap：農薬使用面積（ha） 50 

地上防除/航空防除

の別 地上防除 fp：施用方法による農薬流出補正係数 1 

使用方法 湛水散布 止水期間 7 

総使用回数 1 回 KFadsoc：土壌吸着係数 80.6 
水質汚濁性試験成績（mg/L） 

0 日 0.312 
1 日 0.196 
2 日 0.137 
3 日 0.075 
5 日 0.032 
7 日 0.015 
8 日 0.009 

10 日 0.002 
14 日 0.001 
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（２）水濁 PEC 算出結果 

 
使用場面 水濁 PEC (mg/L) 

水田使用時(第 2 段階) 0.00009591… 

非水田使用時 適用なし 

合   計 1) 0.00009591… ≑ 0.000096 (mg/L) 
1) 水濁 PEC の値は有効数字 2 桁とし、3 桁目を四捨五入して算出した。 
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Ⅳ．総 合 評 価 
 
１．水質汚濁に係る登録保留基準値 

 

登録保留基準値 0.002 mg/L 

以下の算出式により登録保留基準値を算出した。1) 

0.001 (mg/kg 体重/日) × 53.3 (kg) × 0.1 ／ 2 (L /人/日) = 0.002665 (mg/L) 
ADI  体重     10 %配分  飲料水摂取量  

1) 登録保留基準値は、体重を 53.3kg、飲用水を 1 日 2L、有効数字は 1 桁（ADI の有効数字桁数）とし、2 桁目を

切り捨てて算出した。 

 
＜参考＞ 水質に関する基準値等 

(旧)水質汚濁に係る農薬登録保留基準 1) なし 
水質要監視項目 2) なし 
水質管理目標設定項目 3) なし 
ゴルフ場指導指針 4) なし 
ＷＨＯ飲料水水質ガイドライン 5) なし 

1) 平成 17 年 8 月 3 日改正前の「農薬取締法第 3 条第 1 項第 4 号から第 7 号までに掲げる場合に該当するかど

うかの基準を定める等の件」（昭和 46 年 3 月 2 日農林省告示 346 号）第 4 号に基づき設定された基準値。 
2) 水質汚濁に係る要監視項目として、直ちに環境基準とはせず、引き続き知見の集積に努めるべきとされた物質

に係る指針値。 
3) 水道法に基づく水質基準とするには至らないが、水道水質管理上留意すべき項目として設定された物質に係る

目標値。 
4)「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水産動植物被害の防止に係る指導指針の制定について」

（平成 29 年 3 月 9 日付け環水大土第 1703091 号環境省水・大気環境局長通知）において設定された水濁指針

値。 
5) Guidelines for drinking-water quality, fourth edition 
 

 
２．リスク評価 

水濁 PEC は 0.000096 mg/L であり、登録保留基準値 0.002 mg/L を超えないこと

を確認した。 
 
（参考）食品経由の農薬理論最大一日摂取量と対 ADI 比 

 
農薬理論最大一日摂取量(mg/人/日) 対 ADI 比（%） 

0.0016 3.0 
出典：平成 30年 6月 7日開催の薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会資料 


